
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

県
身
連
の
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計

画
と
収
支
予
算
が
、
評
議
員
会
並
び
に

理
事
会
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
予
算
額
（

管
理
費
を
除
く
）
は
、
八
千
百
二
十
一

万
四
千
円
で
前
年
度
予
算
と
比
較
す
る

と
二
千
二
百
八
十
一
万
五
千
円
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
主
な
理
由
は
、

小
規
模
作
業
所
緊
急
移
行
支
援
事
業
と

し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
き
ま
し
た
が
、

二
十
三
年
度
を
も
っ
て
事
業
が
終
了
し

た
た
め
と
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
事

業
運
営
委
託
費
の
削
減
に
よ
る
も
の
で

す
。 

 

今
年
度
も
、
大
変
厳
し
い
予
算
状
況

と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

効
率
的
な
事
業
展
開
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

 

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
の

自
立
を
支
え
、
障
害
者
の
暮
ら
し
や
す

い
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
次
の

よ
う
な
方
針
の
も
と
に
進
め
ま
す
。 

 

第
一
に
、
障
害
者
基
本
法
に
基
づ
く

障
害
者
関
連
法
案
の
施
行
・
改
正
状
況

を
十
分
に
把
握
し
、
日
本
身
体
障
害
者

団
体
連
合
会
と
連
携
し
、
情
報
の
収
集

や
要
望
事
項
の
取
り
ま
と
め
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
県
に
お
い
て
も
、
差
別

禁
止
条
例
の
制
定
に
向
け
て
働
き
か
け

を
行
う
。 

第
二
に
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
受

け
、
障
害
あ
る
方
が
被
災
し
た
時
の
避
難

所
に
お
け
る
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
、 
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災
害
時
の
障
害
者
へ
の
支
援
体
制
の
充

実
を
図
る
よ
う
関
係
機
関
へ
働
き
か
け

を
行
う
。 

 

第
三
に
、
組
織
並
び
に
財
政
基
盤
の

強
化
を
図
る
た
め
、
地
域
団
体
と
連
携

を
強
化
し
解
決
策
を
検
討
す
る
。 

 
第
四
に
、
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進

セ
ン
タ
ー
の
専
門
性
を
生
か
し
、
身
体

障
害
者
・
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者

に
向
け
た
事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
横
浜
市
、
川
崎
市
と
も
連
携
を
図
る
。 

 

第
五
に
、
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
と
と
も
に
、
精
神
障
害
者
ス 

                  

ポ
ー
ツ
の
推
進
や
円
滑
な
実
施
を
図
る
。 

 

ま
た
、
売
店
運
営
に
つ
い
て
は
、
経

費
の
節
減
を
進
め
な
が
ら
当
連
合
会
の

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

予
算
の
的
確
か
つ
効
率
的
な
執
行
を
図

り
、
会
員
各
位
の
自
主
的
、
積
極
的
な

参
加
の
も
と
に
法
人
の
目
的
達
成
に
努
め

る
。 

 

な
お
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に
よ
る
公

益
法
人
の
移
行
に
向
け
て
、 

平
成
二
十
五
年
十
一
月
ま 

で
準
備
委
員
会
を
も
っ
て 

進
め
る
。 

平成24年度神奈川県身体障害者連合会事業予算 

№ 事 業 科 目 本年度予算 増 減 

1 会 議 費 360,000 0 

2 負 担 金 166,000 0 

3 雑   費 50,000 0 

4 地域団体組織強化費 90,000 ▲10,000 

5 広報活動費 1,140,000 0 

6 身体障害者福祉推進活動費 110,000 ▲70,000 

7 部会活動費 1,170,000 0 

8 日身連大会等参加費 470,000 50,000 

9 相談事業費 80,000 0 

10 体育振興費 240,000 0 

11 福祉大会費 1,216,000 ▲134,000 

12 小規模作業所緊急移行支援事業費 0 ▲19,800,000 

13 推進センター事業運営費 63,903,000 ▲1,546,000 

14 県障害者スポーツ大会開催費 2,313,000 78,000 

15 全国障害者スポーツ大会相模原市選手団派遣費  6,140,000 ▲1,430,000 

16 県障害者スポーツ振興協議会事務委託費 3,700,000 0 

17 予 備 費 66,000 47,000 

合   計（管理費を除く） 81,214,000 ▲22,815,000 

 

(1) 第118号      身 障 か な が わ       平成 24年 4月 15日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
      

 
 

(2) 第118号        身 障 か な が わ      平成 24年 4月 15日 

  《
財
団
法
人
神
奈
川
県
身
体
障
害
者
連
合
会
》 

神
奈
川
県
身
体
障
害
者
連
合
会(

県
身
連)

は
、
昭
和
三
十
年

五
月
十
五
日
に
結
成
大
会
が
開
催
さ
れ
、
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
五
年
十
一
月
に
法
人
化
に
向
け
た
準
備
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
昭
和
四
十
七
年
二
月
の
法
人
認
可
に
よ
り
、
現
在
の
財

団
法
人
神
奈
川
県
身
体
障
害
者
連
合
会
と
し
て
活
動
を
開
始
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
法
人
化
に
伴
い
事
務
所
を
社
会
福
祉
会
館

の
一
階
に
移
転
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
八
年
九
月
に
は
、
県
身
連

の
運
営
資
金
確
保
の
た
め
神
奈
川
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
内
に
売
店
を
設
置
し
て
収
益
事
業
を
始
め
、
昭
和
五

十
四
年
一
月
に
現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
「
身
障
か
な
が
わ
」
の

第
一
号
を
発
行
し
、
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
に
は
県
身
連
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
定
し
ま
し
た
。
平
成
五
年
に
神
奈
川
県
身

体
障
害
者
社
会
参
加
促
進
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業(

現
在
の
神
奈

川
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー)

を
神
奈
川
県
よ
り
受

託
し
、
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

県
身
連
の
事
業
は
、
大
き
く
分
け
て
自
主
活
動
事
業
・
県
補

助
事
業
・
受
託
事
業
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
自
主
活
動

事
業
と
し
て
は
、
役
員
会(

理
事
会
・
評
議
員
会)
の
開
催
、
身

障
か
な
が
わ
の
発
行
、
部
会
活
動(

肢
体
・
視
力
・
聴
覚)

の
推

進
、
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
等
へ
の
参
加
、
身
体
障
害
者

相
談
事
業
、
体
育
振
興
事
業(

富
士
登
山
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会)

を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
補
助
事
業
と
し
て
は
、
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
受
託
事
業
と
し
て
は
、
神

奈
川
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
、
神
奈
川

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
議
会
事
務
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
相
模
原
市
選
手
団
派
遣
等
の
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
常

勤
・
非
常
勤
を
合
わ
せ
て
十
名
の
職
員
が
事
務
分
担
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
身
障
か
な
が
わ
で
広
報
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
県
身
連
が
事
務
所
を
置
い
て
い
る
県
社
会
福
祉
会
館

に
は
、
様
々
な
福
祉
団
体
が
事
務
所
を
置
い
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
主
な
入
居
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

《
神
奈
川
県
障
害
者 

社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
》 

神
奈
川
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進 

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
五
年
に
神
奈
川 

県
の
委
託
事
業
と
し
て
県
身
連
が
受
託
し
事
業
運

営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
当
時
は
、
神
奈
川
県
身

体
障
害
者
社
会
参
加
促
進
セ
ン
タ
ー
と
し
て
受
託

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
十
一
年
に
名
称
が
変

更
さ
れ
、
現
在
の
神
奈
川
県
障
害
者
社
会
参
加
推

進
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
社
会
参
加
推
進
セ

ン
タ
ー
と
い
う
名
称
か
ら
建
物
を
連
想
す
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
推
進
セ
ン
タ
ー
は
事

業
の
名
称
で
あ
り
建
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お

間
違
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

推
進
セ
ン
タ
ー
は
、
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、

精
神
障
害
の
主
な
障
害
者
団
体
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
代
表
者
を
委
員
と
し
た
社
会
参
加
推
進

協
議
会
を
設
置
し
て
事
業
内
容
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
障
害
別
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
部
会
も

開
催
し
て
い
ま
す
。 

主
な
事
業
内
容
と
し
て
は
、
推
進
セ
ン
タ
ー
の

広
報
・
情
報
提
供
と
し
て
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の
発

行
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
、
障
害
者
や
関
係
者

を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
開
催
、
生
活
訓
練
等
事

業
と
し
て
音
声
機
能
障
害
者
発
声
訓
練
・
オ
ス
ト

メ
イ
ト
社
会
適
応
訓
練
・
歩
行
訓
練
会
の
開
催
、

普
及
啓
発
事
業
と
し
て
障
害
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
・
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
へ
の
参
加
協

力
・
文
化
芸
術
祭
の
開
催
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

と
し
て
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
県
選
手
団
派
遣
・
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
等
養
成
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
等
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。 

【1階】  
神奈川県老人クラブ連合会、交通遺児家庭の会、ホームヘルプ協
会、神奈川県福利協会、神奈川県医療福祉施設共同組合、神奈川
県保育会、神奈川県保育士会、FCかながわ県肢協、心身障害児者
父母の会連合会、肢体不自由児者父母の会連合会、神奈川県高齢
者福祉施設協議会 

【2階】 
 神奈川県社会福祉協議会、神奈川県共同募金会 
【3階】 
 神奈川県手をつなぐ育成会、神奈川県知的障害施設団体連合会、
やまゆり知的障害児者生活サポート協会、神奈川県障害者地域作
業所連絡協議会、神奈川県社会福祉士会、神奈川県地域生活定着
支援センター 

神奈川県社会福祉会館入居団体 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主
な
内
容
は
、
午
前
の
部
で
は
元 

ＦⅠ

レ
ー
サ
ー
片
山

か
た
や
ま

右
京

う
き
ょ
う

氏
の
講
演
、 

午
後
か
ら
は
コ
ン
サ
ー
ト
「
名
曲
を

オ
カ
リ
ナ
の
調
べ
に
の
せ
て
」
と
題

し
て
、
視
覚
障
害
者
の
オ
カ
リ
ナ
サ

ー
ク
ル
「
テ
ィ
ア
ー
モ
」
の
皆
さ
ん

の
演
奏
と
歌
で
会
場
は
盛
り
上
が
り
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
お
楽
し

み
抽
選
会
が
あ
り
、
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。 な

お
、
今
回
も
各
種
模
擬
店
、
バ

ザ
ー
、
障
害
者
地
域
作
業
所
の
自
主

製
品
販
売
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。 

      

平
塚
市
肢
体
障
害
者 

福
祉
協
会
の
活
動
紹
介 

 

平
塚
市
肢
体
障
害
者
福
祉
協
会
（

平
肢
協
）
は
活
動
を
通
し
て
、
社
会

参
加
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

二
月
に
「
ベ
ル
マ
ー
レ
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド2012

」
三
月
は
「
ル
ネ
ッ
サ
ン 

座
間
市
障
害
者
団
体
連
合
会
の 

イ
ベ
ン
ト
紹
介 

 

今
回
は
、
当
団
体
主
催
の
「
に
こ

に
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
言
う
催

し
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

こ
の
催
し
は
今
か
ら
十
一
年
前
、

座
間
市
に
新
し
い
座
間
市
立
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
た
の
を
機
に
、

障
害
者
が
障
害
の
垣
根
を
越
え
て
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

 

毎
年
十
二
月
の
第
一
日
曜
日
、
市

立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
座

間
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ご
協
力
を

頂
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
内
容
と

し
て
は
毎
回
著
名
人
の
講
演
、
コ
ン

サ
ー
ト
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
各
種

模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、
市
内
の
障
害
者

地
域
作
業
所
の
自
主
製
品
販
売
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

で
は
、
昨
年
の
に
こ
に
こ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

昨
年
は
、
第
十
一
回
に
こ
に
こ
フ
ェ 

ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
、 

十
二
月
四
日
に
開
催
さ 

れ
ま
し
た
。 

              

ス
ま
つ
り
」
が
平
塚
市
繁
華
街
を
会

場
に
行
事
が
行
わ
れ
、
こ
の
機
会
を

捕
ら
え
、
協
会
運
営
資
金
の
調
達
も

兼
ね
て
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
二
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
「

ベ
ル
マ
ー
レ
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド2012

」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

サ
ッ
カ
ー
J2
で
活
躍
し
て
い
る

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
選
手
と
サ
ポ
ー
タ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
由
に
ふ
れ
あ
え

る
機
会
を
設
け
よ
う
と
、
平
塚
市
中

心
商
店
街
が
主
体
と
な
っ
て
行
わ
れ

ま
す
。
協
会
も
商
店
街
に
設
け
ら
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ブ
ー
ス
の
一
画
で 

 

会
員
作
製
の
手
芸
品
販
売
、
綿
ア
メ
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
製
造
販
売
を
し
ま

し
た
。
各
ブ
ー
ス
で
は
、
商
店
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
ろ
い
ろ
な
商
品
を

販
売
し
、
お
客
さ
ん
を
呼
び
込
ん
で

い
ま
す
。
当
方
で
も
負
け
じ
と
選
手

に
綿
ア
メ
の
製
造
を
お
願
い
し
、
お

客
さ
ん
を
呼
び
込
も
う
と
し
た
選
手

に
サ
イ
ン
を
お
願
い
す
る
お
客
さ
ん

が
多
く
、
急
遽
選
手
の
サ
イ
ン
会
場

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
綿
ア
メ
は
、

一
つ
百
円
で
販
売
し
、
子
供
達
が
一

日
中
を
通
し
て
買
っ
て
く
れ
た
。 

 

二
月
二
十
五
日
は
「
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
ま
つ
り
」
が
あ
り
、
平
塚
市
繁
華

街
を
活
性
化
す
る
た
め
の
行
事
で
す
。 

当
協
会
も
販
売
す
る
手
芸
品
を
女
性

部
が
一
丸
と
な
り
、
各
自
が
で
き
る

範
囲
で
協
力
し
合
っ
て
製
作
し
て
い

ま
す
。
七
月
の
七
夕
ま
つ
り
で
手
芸

品
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
出

か
け
の
際
に
は
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
く

だ
さ
い
。 

 

平
塚
市 

相
原

あ
い
は
ら 

貞 さ
だ

雄 お 
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第
六
回
神
奈
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

Ｆ
Ｄ
競
技
会
場
の
変
更
に
つ
い
て 

 

身
障
か
な
が
わ
一
月
号
で
ご
案
内

い
た
し
ま
し
た
、
第
六
回
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
競
技
会
に
つ
い
て
、
当
初
予
定

し
て
い
ま
し
た
県
立
体
育
セ
ン
タ
ー

競
技
場
の
芝
張
替
工
事
に
伴
い
、
競

技
会
場
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

●
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
会 

期
日 

六
月
二
十
四
日
（
日
） 

会
場 

海
老
名
市
役
所
西
側
催
事
広
場 

 
     

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催
日
程 

 

平
成
二
十
四
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

参
加
申
込
等
に
関
す
る
問
合
せ
は
、

推
進
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
お
願
い 

し
ま
す
。 

●
四
月
十
五
日(

日) 
 

・
県
立
体
育
セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場 

 

・
陸
上
競
技 

●
四
月
二
十
二
日(

日) 
 

・
県
立
体
育
セ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ 

 

・
卓
球･

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技 

●
六
月
十
七
日(

日) 
 

・
県
立
体
育
セ
ン
タ
ー
屋
内
プ
ー
ル 

 

・
水
泳
競
技 

●
九
月
一
日(

土) 
 

・
西
湘
地
区
体
育
セ
ン
タ
ー
体
育
館 

 

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ 

●
九
月
二
十
三
日(

日) 
 

・
横
須
賀
市
立
総
合
体
育
会
館 

 

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ 

●
平
成
二
十
五
年
三
月
十
七
日(

日) 
 

・
県
立
体
育
セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場 

 

・
陸
上
競
技 

【
推
進
セ
ン
タ
ー
事
務
局
】 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
五-

三
一
一-

八
七
四
四 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
五-

三
一
六-

六
八
六
〇 
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◆
期 

日 
 

平
成
二
十
四
年
六
月 

 
 

二
十
六
日(

火)

～
二
十
七
日(

水) 

◆
日 

程 

《
一
日
目
》 

各
地
→
松
島
遊
覧
船
に
乗
船
→ 

ホ
テ
ル 

《
二
日
目
》 

 

ホ
テ
ル
→
中
尊
寺
参
拝
→
各
地 

◆
参
加
費 

二
四
，
八
〇
〇
円 

な
お
、
バ
ス
の
乗
車
場
所
等

詳
細
は
、
参
加
申
込
締
切
後
に

決
定
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は

各
市
町
村
身
障
団
体
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

毎
年
恒
例
の
社
会
見
学
が
、
三

月
六
日
の
代
議
員
会
に
お
い
て
、

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
今

年
は
岩
手
県
に
あ
る
世
界
文
化
遺

産
『
平
泉
中
尊
寺
』
を
メ
イ
ン
と

し
た
内
容
で
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

初
日
は
、
塩
釜
港
か
ら
松
島
遊
覧

船
に
乗
船
し
て
松
島
港
ま
で
行
き
、 

日
本
三
景
松
島
の
大
観
荘
に
宿
泊

し
ま
す
。
今
回
も
リ
フ
ト
バ
ス
三

台
で
各
地
域
を
出
発
す
る
予
定
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

西側催事広場 

海老名市役所 

会
場 

《車椅子でも乗船できる遊覧船》 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

橋
下
で
八
月
中
旬
に
「
小
倉
橋
灯
ろ

う
流
し
」
が
、
故
人
の
供
養
、
願
い

事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
込
め
て

放
流
し
ま
す
。
灯
ろ
う
が
流
れ
る
様

は
幻
想
的
で
、
相
模
川
の
夏
の
新
た

な
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

自
然
豊
か
な
大
島
に
住
み
、
日
々

の
生
活
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
も
四
季

を
大
切
に
守
り
育
て
て
い
き
ま
す
。 

相
模
原
市 

小
島

こ

じ

ま

千
鶴
子

ち

づ

こ 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
相
模
原
市
緑
区
は
自
然
に
恵
ま
れ

た
、
と
て
も
住
み
や
す
い
町
で
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
大
島
地
区
は
、
相

模
川
上
流
部
に
位
置
し
、
年
間
を
通

し
て
多
く
の
市
民
が
清
流
の
河
川
敷

を
散
策
に
来
ま
す
。
盆
地
を
囲
む
緑

の
山
々
、
三
月
に
は
土
手
い
っ
ぱ
い

に
芝
ざ
く
ら
が
咲
き
、
下
旬
に
は
川

岸
に
桜
の
ト
ン
ネ
ル
、
そ
こ
に
公
園

も
あ
り
、
散
策
で
き
る
原
生
林
が
残

さ
れ
て
い
て
、
自
然
が
持
つ
癒
し
の

パ
ワ
ー
に
包
ま
れ
、
全
身
が
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
さ
れ
て
い
く
感
覚
を
実
感
で

き
ま
す
。
ま
た
、
近
く
に
相
模
川
自

然
の
村
公
園
が
あ
り
、
園
内
に
江
戸 

時
代
の
茅
葺

か
や
ぶ
き

寄
棟
造

よ
せ
む
ね
づ
く

り
の
古
民
家
が

あ
り
、
七
月
に
市
の
人
と
私
達
で
七

夕
を
飾
り
ま
す
。
見
学
に
来
た
人
も

短
冊
に
願
い
事
を
書
い
て
飾
る
事
も

で
き
ま
す
。 

神
奈
川
「
橋
」 

百
選
に
も
選 

ば
れ
た
小
倉 

   
 

 

 

最
近
こ
ん
な
記
事
を
目
に
し
ま
し

た
。
「
高
齢
に
な
る
と
『
キ
ョ
ウ
イ

ク
』
と
『
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
』
が
大
事
」

と
、
あ
る
人
が
言
い
ま
し
た
。
そ
し

た
ら
「
そ
う
だ
そ
う
だ
。
『
教
育
』

と
『
教
養
』
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も 

大
事
だ
。
頭
を
働
か
せ
た
ら
老
化
防

止
に
な
る
と
テ
レ
ビ
で
も
言
っ
て
た

か
ら
」
と
、
他
の
人
が
言
っ
た
そ
う

で
す
。
「
そ
れ
も
大
事
だ
け
ど
、
私

が
言
っ
て
い
る
は
別
の
『
キ
ョ
ウ
イ

ク
』
と
『
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
』
」
「
別
の

っ
て
な
あ
に
？
」
「
『
今
日
行
く

（
キ
ョ
ウ
イ
ク
）
と
こ
ろ
が
あ
る
』

『
今
日
用
（
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
）
事
が
あ

る
』
こ
と
が
大
事
っ
て
こ
と
」
そ
れ

で
大
爆
笑
。
そ
し
て
皆
う
な
ず
い
た

そ
う
で
す
。
そ
の
人
は
趣
味
の
ハ
ー

モ
ニ
カ
で
障
害
者
施
設
な
ど
を
毎
日

の
よ
う
に
回
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

私
は
歳
を
重
ね
た
こ
と
と
今
年
の

冬
の
寒
さ
で
、
家
に
居
る
こ
と
が
多 

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
「
今
日

は
こ
れ
を
や
ら
な
く
て
は
」
と
か

「
明
日
は
あ
れ
を
し
て
楽
し
も
う
」

「
あ
の
日
は
あ
そ
こ
に
行
こ
う
」
と
、

な
る
べ
く
決
め
て
、
流
れ
る
よ
う
に

過
ぎ
て
い
く
一
日
一
日
を
大
切
に
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
、
こ
れ
を
読
み

思
い
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
「
キ

ョ
ウ
イ
ク
」
「
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
」
の
充

実
の
日
々
を
…
。 

 
 
 
 

南
足
柄
市 

加
藤

か

と

う 

弘
美

ひ

ろ

み 
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さ
ん
ぽ
み
ち 

み
ん
な
の
広
場 

 

この会報は、赤い羽根共同募金の
配分を受けて発行しています。 

 



 

 

 

 

 

 

 
 

     
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

今
年
の
冬
は
例
年
に 

な
い
大
雪
と
な
り
、
全 

国
各
地
で
は
雪
の
事
故
、
被
害
が
毎

日
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
は
ニ
ュ
ー
ス
の
時

間
も
雪
の
被
害
が
流
れ
な
く
な
り
、

春
が
近
い
の
か
な
と
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

雪
国
の
人
た
ち
は
毎
日
の
雪
の
片

付
け
に
疲
労
困
憊
の
日
々
だ
っ
た
の

で
は
と
思
い
ま
す
。 

 

梅
の
花
も
咲
き
、
春
は
も
う
す
ぐ

で
す
ね
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
も
世

界
一
高
い
自
立
式
電
波
塔
と
し
て
完

成
し
ま
し
た
。
開
業
は
五
月
二
十
二

日
で
、
予
約
者
し
か
入
場
で
き
な
い

よ
う
で
す
が
、
予
約
し
な
く
て
も
入

場
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
会
員

の
皆
さ
ん
と
一
度
は
行
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

編
集
委
員 

田
畑

た

ば

た

ふ
み
子 こ(

海
老
名
市) 
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編

集

室

か

ら 
  

【

 

】 

節
電

せ
つ
で
ん

で 

浪
費

ろ

う

ひ

と
人 ひ

と

の 

痛 い
た

み
知 し

る 

原
発

げ
ん
ぱ
つ

を 

無 な

く
そ
う
あ
ら
ゆ
る 

手 て

を
尽 つ

く
し 

横
須
賀
市 

倉 く
ら 

 

禎
一

て
い
い
ち 

信 し
ん

じ
て
た 

原
発

げ
ん
ぱ
つ

神
話

し

ん

わ 

苦
労

く

ろ

う

種 だ
ね 

節
電

せ
つ
で
ん

と 

思お
も

わ
ぬ
暮く

ら
し 

昭
和

し
ょ
う
わ

よ
り 

鎌
倉
市 

熊
谷

く
ま
が
や 

ウ
メ 

夕
日

ゆ

う

ひ

い
ま 

枯
木

か

れ

き

も
燃 も

や
す 

見
事

み

ご

と

な
り 

雪ゆ
き

に
な
る 
気
配

け

は

い

の
風 か

ぜ

が 

戸 と

を
た
た
く 

厚
木
市 

原
田

は

ら

だ 

秀
子

ひ

で

こ 

俳
句
・
川
柳
・
短
歌 

  

【

 

】 

も
し
も
し
の 

貴
女

あ

な

た

の
声 こ

え

が 

解 わ
か

り
ま
す 

 
 
 
 
 

弾 は
ず

む
リ
ズ
ム
は 

お
元
気

げ

ん
き

で
す
ね 

 

厚
木
市 

小
田

お

だ

長
明
乃

な
が
あ
け
の 

子
供

こ
ど

も

た
ち
の 

福
祉

ふ

く

し

授
業

じ
ゅ
ぎ
ょ
う

に 

招ま
ね

か
れ
し 

弾 は
ず

む
声 こ

え

と
手 て

に 

元
気

げ

ん
き

を
貰 も

ら

う 

被
災
地

ひ

さ

い

ち

の 

復
興

ふ
っ
こ
う

目
指

め

ざ

す 

底
力

そ
こ
ぢ
か
ら

に 

 
 
 
 
 

エ
ー
ル
を
送お

く

ろ
う 

募
金

ぼ

き

ん

と
共 と

も

に 

横
須
賀
市 

倉 く
ら 

 

禎
一

て
い
い
ち 

  

【

 

】 

故
郷

ふ
る
さ
と

の 

山
影

や
ま
か
げ

映う
つ

す 

丸ま
る

い
月 つ

き 

里
山

さ
と
や
ま

の 

夕
陽

ゆ

う

ひ

に
染 そ

ま
る 

赤
蛉

あ
か
と
ん
ぼ 

厚
木
市 

滝
ヶ
崎

た
き
が
さ
き

一
雄

か

ず

お 

手 て

を
引 ひ

か
れ 

蝉 せ
み

に
も
送お

く

ら
れ 

山や
ま

下く
だ

る 

秋あ
き

の
午
後

ご

ご 

小
魚

こ
ざ
か
な

に
触 ふ

れ
て 

川
遊

か
わ
あ
そ

び 

横
須
賀
市 

倉 く
ら 

 

禎
一

て
い
い
ち 

 
<4月> 
1日(日)  県身体障害者ボウリング大会 
      (湘南とうきゅうボウル) 
8日(日)  県障害者スポーツ大会[ボウリング] 
      (湘南とうきゅうボウル) 
8日(日)  県障害者スポーツ大会[アーチェリー] 
      (県総合リハビリテーションセンター) 
15日(日)  県障害者スポーツ教室[陸上] 
      (県立体育センター) 
22日(日)  視力部会女性部総会 
      (綾瀬市) 
22日(日)  視力部会三療部総会 
      (平塚市) 
22日(日)  県障害者スポーツ教室[卓球・ＦＤ] 
      (県立体育センター) 
26日(木)  肢体部会監事監査 
      (県社会福祉会館) 
<5月> 
 6日(日)  視力部会総会 
      (座間市総合福祉センター) 
13日(日)  県障害者スポーツ大会[陸上]（知的） 
      (県立体育センター) 
15日(火)  肢体部会代議員会 

 (県社会福祉会館) 
17日(木)  第57回日本身体障害者福祉大会 
～18日(金) (埼玉県) 
20日(日)  県障害者スポーツ大会[陸上]（身体） 
      (県立体育センター) 
23日(水)  視力部会女性部研修会 
      (秦野市) 
下旬   県身連理事会・評議員会 

      (県社会福祉会館) 

<6月> 
 7日(木)  日盲連全国盲人福祉大会 
～9日(土)  (千葉県) 
10日(日)  県障害者スポーツ大会[卓球・STT] 
      (県立体育センター) 
14日(木)  日身連関ブロ春季団体長会議 
～15日(金) (千葉県) 
15日(金)  肢体部会女性部教養講座・部長会議 
～16日(土) (伊豆潮風館) 

17日(日)  県障害者スポーツ教室[水泳] 
      (県立体育センター) 
24日(日)  県障害者スポーツ大会[FD] 
      (県立体育センター) 
26日(火)  肢体部会社会見学 
～27日(水) (宮城県) 
<7月> 
1日(日)  県障害者スポーツ大会[水泳] 
      (さがみはらグリーンプール) 
 1日(日)  県視覚障害者福祉大会 
      (厚木市) 
12日(木)  身体障害者富士登山 
      (富士山5～7合目) 
27日(金)  日身連関東ブロック相談員研修会 
      (静岡県) 
 
※問い合わせ 電話：０４５－３１１－８７３６  

           ０４５－３１１－８７４４  
              [推進センター]  
        ＦＡＸ：０４５－３１６－６８６０  
http://www32.ocn.ne.jp/~kanagawa_sinsho   

県身連事業予定 


